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「3.11」から6年8ヵ月が経過しました。「3.11」が突きつけた原発震災は、多くの課題を私たちに突き付けてきました。原発震災から3年目に第１回交流会を開催しましたが、当時、私たちの周辺で取り組まれだした諸運動を列記してみると、
· 放射能汚染で福島やホットスポット地域で住めなくなって、移住された人たちの補償問題・裁判闘争
· 東電や政府の刑事責任を問う福島原発告訴団の取り組み
· 避難の権利を問う学童疎開裁判
· 東海第二原発再稼働反対・廃炉を求める訴訟
· 食の安全を求める取り組み
· 「原発事故子ども・被災者支援法」の支援地域の指定を求め、子どもの健康被害問題に取り組む保護者たちの運動

· 福島県内への支援運動とそれぞれの自治体に避難された被災者支援運動
· 乳歯保存の取り組み
· 子どもの避難・保養の場づくり
· 
常総生協と市民が連携して取り組んだ土壌調査活動
· 空間線量の測定から始まった9自治体の「除染実施計画」に基づく公共の場と民有地の除染問題

· 市外に搬出できなくなった高レベル焼却灰問題
· 福島第一原発４号機プールからの燃料移送と汚染水問題への行動
· 「エネルギーの地産地消」を求めた自治体への働きかけと市民の取り組み
· 脱原発・原発ゼロ、再稼働反対の官邸前行動・国会包囲行動や東電本社前行動と連動する各地域での運動
· 東電東葛支社への抗議行動
等々がありました。
これらの取り組みは、６年８ヵ月後の今日、どのような状況に至っているのでしょうか。安倍政権が、原発・核燃料サイクル政策を推進し、再稼働の強行、被害者の切り捨て、再生可能なエネルギー政策の妨害などによって困難な状況に置かれながらも、脱原発を求める全国的な行動は広まっています。
私たちは、多様な諸運動の情報交換と連携した取り組みを通じて、「協同のプラットホーム」的な場が持てれば、この交流会を開催してきました。
今回で４回目となります。各団体・個人が継続して取り組んでいる活動と課題の紹介を中心に論議してみませんか。ご多忙のことと思いますが、下記の日程で開催したいと思いますので、是非ご参加ください。
· 日時／12月２日（土）午後1時30分から４時３０分まで
· 会場／松戸・ほくとビル4Ｆ会議室

· 呼びかけ／永田研二（東日本大震災被災者支援千葉西部ネット）／藤野健正（乳歯を保存するプロジェクト）／吉野信次（ピースサイクル千葉ネット）

· 連絡先／090-4606-9634（吉野信次）
